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授業の到達目標
現代を生きる子ども達の状況は、厳しい社会状況を反映し、大きく
変化しつつある。社会の歪から子どもの発達を守り、健やかな成長
を促すためには、社会、学校、家庭の三者教育のバランスのとれた
教育と、それを積極的にバックアップする行政の取り組みの必要性
が求められている。そうした状況下では、子育て支援や健全育成の
ためのより高度な専門的な知識を要求する「児童家庭福祉」の指導
者としての資質が一層問われることになる。KAISEIパーソナリティ
のK（思いやり）をベースにしてコミュニケーション能力を養う。

授業の概要
最近の児童を取り巻く社会環境も変容し、価値観も大幅に多様化す
るとともに、様々な問題群も続出してきた。児童が社会構成の一員
として、大人社会にあっても常に暖かく迎えられるよう児童家庭の
問題と児童福祉に対する正しい概念を身につけなければならない。
どのようにして地域社会の保障と支援が行えるか、児童福祉の今日
的課題を考察し、その実態とその基本的な知識の習得、目的と方策
を学ぶ。

授業計画
１.  オリエンテーション
２.  子ども家庭福祉とは
３.  子ども家庭福祉のあゆみ
４.  子どもと家庭の支援活動指針としての子どもの権利条約
５.  子どもと家庭を支援する法律の体系
６.  子どもと家庭を支援する制度の体系
７.  子どもと家庭を支援する施設の体系
８.  子どもと家庭を支援する専門職
９.  子どもと家庭を支援する活動方法
10.  子どもと家庭に関する問題と社会福祉の対応ー虐待について
11.  子どもと家庭に関する問題と社会福祉の対応ー親子関係
12.  子どもと家庭に関する問題と社会福祉の対応ー非行
13.  子どもと家庭に関する問題と社会福祉の対応ー保育
14.  子どもと家庭に関する問題と社会福祉の対応ー一人親家庭
15.  子どもと家庭に関する問題と社会福祉の対応ー貧困

授業の方法
講義のテーマや単元に応じて作業課題を実施する。テーマについ
て、ｸﾞﾙｰﾌﾟ討議し、発表する。またミニテストも実施する。

準備学修
できるだけ日常の新聞報道などで児童福祉に関する記事に目を通
す。

課題・評価方法
平常点30%、定期試験70%

欠席について
一回の欠席で３点、遅刻で２点減点し、欠席が５回以上で不合格と
する。

テキスト
吉田眞理　編　「児童の福祉を支える児童家庭福祉」2012　萌文書
林

参考図書
適時紹介する。

オフィスアワー
講義の前後

関連科目 < こども関連科目 > クラス 科目コード 配当年次 期　間 人数制限

児童家庭福祉 17526 Ⅱ 春
担当者名 区分 単位 科目と関係のある実務経験

久松 睦典 選択 2 公立中学校スクールカウンセラー

授業の到達目標
１　教育の理念と目的について理解する。
２　教育に関する歴史及び思想について理解する。
３　日本と諸外国の学校制度について理解する。
４　現代社会における教育の現状と課題について理解する。
このクラスではＫＡＩＳＥＩパーソナリティのＩ（知性）を養う。

授業の概要
教育学上の重要な理念について理解した上で、教育思想及び学校制
度の歴史的変遷について理解を深める。このことを踏まえ現在の社
会における教育課題や学校教育の在り方について考察する。

授業計画
１.  講義の進め方と講義概要について説明する。
２.  人とは？教育とは？
３.  学校の歴史　その１　諸外国の教育の思想と歴史
４.  学校の歴史　その２　日本における学校制度の成立と展開
５.  教育に関する法規
６.  現行法における日本の学校教育の目的
７.  教育課程と教育内容
８.  学習指導要領の変遷
９.  教師の仕事と専門性
10.  よい授業とは
11.  現代社会と教育問題－いじめ・不登校問題など
12.  教育改革の新しい動きと方向について
13.  日本と諸外国の教育制度
14.  生涯学習の意義と生涯学習の機会
15.  まとめとテスト

授業の方法
講義を中心に討議や発表を設ける。

準備学修
本講義は、「教育とは何か」「学校制度」などを歴史的な視点や諸
外国との比較で研究し考察する。教育に関しての思想家や法規など
耳慣れない事項がでてくるため、関連する事柄について予習と復習

を必ず行うこと。Webで参照すること。

課題・評価方法
平常点50%、定期試験50%

欠席について
学内の規定に準ずる。

テキスト
・ 「問いからはじめる教育学」　
　勝野　正章・庄井　良信著　出版社：有斐閣
・ 取得を希望する校種の学習指導要領総則解説
　（幼稚園教育要領解説）
　　その他　必要に応じて資料を配付

参考図書
・ 「はじめての子どもの教育原理」　
　福元真由美著　出版社：有斐閣
・「やさしい教育原理」　田嶋　一他著　出版社：有斐閣
・ 「教育の原理を学ぶ」　
　遠藤　克弥・山崎　真之著　出版者：川島書店

留意事項
教職を目指す学生として、講義内容をただ受容するだけでなく、自
ら問題意識を持って主体的に研究し学ぶこと。

関連科目 < こども関連科目 > クラス 科目コード 配当年次 期　間 人数制限

教育原理 教職小 17521 Ⅱ 春
担当者名 区分 単位 科目と関係のある実務経験

澤井 一夫 選択 2 県教育委員会勤務
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授業の到達目標
「介護等体験」の意義を理解する。社会福祉施設や特別支援学校に
ついて、基本的な知識を身に付ける。「介護等体験」でかかわる
人々の状況を理解する。「介護等体験」にあたっての心構えや留意
点を理解する。このクラスではKAISEIパーソナリティのＫ（思いや
り）、Ａ（自律）、Ｓ（奉仕）、Ｅ（倫理）を考える。

授業の概要
いわゆる「介護等体験特例法」は、「義務教育に従事する教員が個
人の尊厳及び社会連帯の理念に関する認識を深めることの重要性に
かんがみ、教員としての資質の向上を図り、義務教育の一層の充実
を期する観点から、小学校又は中学校の教諭の普通免許状の授与を
受けようとする者に、障害者、高齢者等に対する介護、介助、これ
らの者との交流等の体験を行わせる」としている。授業では、この
法律の趣旨を理解できるように指導する。社会福祉施設（5日間）と
特別支援学校（2日間）において「介護等体験」を円滑に行い十分
な成果を得るため、基本的な知識と技能を身に付けられるようにす
る。

授業計画
１.  「介護等体験」の目的と概要
２.  社会福祉施設　１
３.  社会福祉施設　２
４.  介護の心構えと実際
５.  高齢者の心と身体
６.  特別支援学校
７.  障がいのある子どもとのかかわり方と「介護等体験」
８.  「介護等体験」に臨む心構え・留意事項

授業の方法
講義とDVD視聴に加えて、プレゼンテーションやディスカッション
をとりいれる。

準備学修
Webで参照すること。30時間。

課題・評価方法
レポートの提出を求め、授業中にフィードバックを行う。
平常点50％、定期試験50％

欠席について
欠席1回につき3点減点する。

テキスト
増田雅暢ほか『よくわかる社会福祉施設』全国社会福祉協議会
全国特別支援学校長会『特別支援学校における介護等体験ガイド
ブック　フィリア』ジアース教育新社

参考図書
授業中に必要に応じて指示する。

留意事項
この授業は7.5回行う。

教員連絡先
yumi@kaisei.ac.jp
オフィスアワー
直接教員に質問したい場合は、オフィスアワーを活用すること。
各教員のオフィスアワーの日時については教務課前掲示板を確認の
こと。

ET 教職科目 <ET 教職科目 > クラス 科目コード 配当年次 期　間 人数制限

介護等の体験(事前指導) 教職中等 14147 Ⅱ 秋
担当者名 区分 単位 科目と関係のある実務経験

浅井 由美 選択 1

授業の到達目標
１　教育の理念と目的について理解する。
２　教育に関する歴史及び思想について理解する。
３　日本と諸外国の学校制度について理解する。
４　現代社会における教育の現状と課題について理解する。
このクラスではＫＡＩＳＥＩパーソナリティのＩ（知性）を養う。

授業の概要
教育学上の重要な理念について理解した上で、教育思想及び学校制
度の歴史的変遷について理解を深める。このことを踏まえ現在の社
会における教育課題や学校教育の在り方について考察する。

授業計画
１.  講義の進め方と講義概要について説明する。
２.  人とは？教育とは？
３.  学校の歴史　その１　諸外国の教育の思想と歴史
４.  学校の歴史　その２　日本における学校制度の成立と展開
５.  教育に関する法規
６.  現行法における日本の学校教育の目的
７.  教育課程と教育内容
８.  学習指導要領の変遷
９.  教師の仕事と専門性
10.  よい授業とは
11.  現代社会と教育問題－いじめ・不登校問題など
12.  教育改革の新しい動きと方向について
13.  日本と諸外国の教育制度
14.  生涯学習の意義と生涯学習の機会
15.  まとめとテスト

授業の方法
講義を中心に討議や発表を設ける。

準備学修
本講義は、「教育とは何か」「学校制度」などを歴史的な視点や諸
外国との比較で研究し考察する。教育に関しての思想家や法規など
耳慣れない事項がでてくるため、関連する事柄について予習と復習

を必ず行うこと。Webで参照すること。

課題・評価方法
平常点50%、定期試験50%
欠席について
学内の規定に準ずる。

テキスト
・ 「問いからはじめる教育学」　
　勝野　正章・庄井　良信著　出版社：有斐閣
・取得を希望する校種の学習指導要領総則解説
　その他　必要に応じて資料を配付

参考図書
・ 「はじめての子どもの教育原理」　
　福元真由美著　出版社：有斐閣
・「やさしい教育原理」　田嶋　一他著　出版社：有斐閣
・ 「教育の原理を学ぶ」　
　遠藤　克弥・山崎　真之著　出版者：川島書店

留意事項
教職を目指す学生として、講義内容をただ受容するだけでなく、自
ら問題意識を持って主体的に研究し学ぶこと。

ET 教職科目 <ET 教職科目 > クラス 科目コード 配当年次 期　間 人数制限

教育原理 教職中等 14115 Ⅱ 春
担当者名 区分 単位 科目と関係のある実務経験

澤井 一夫 選択 2 県教育委員会勤務

教

職

に

関

す

る

科

目



― 330 ― ― 331 ―

授業の到達目標
中学校又は高等学校の教師を目指す学生が、教職課程科目で学修し
た教科指導や生徒指導等の内容について実践することを通して、そ
れらの知識及び技能を修得したことを確認する。このクラスでは
KAISEIパーソナリティのA（自律）、I（知性）、及びE（倫理）を
養う。

授業の概要
中学校及び高等学校の教師として必要な知識や技能である(1)使命
感・責任感・資質に関する知識、(2)社会性や対人関係能力、(3)教科
の指導力について十分に修得できているかどうかをグループ討論、
ロールプレイング、模擬授業で確認していく。また、実際の現場を
見学することで、修得した知識・技能がどのように活用されている
かをまとめる。

授業計画
１.  イントロダクション―これまでの学習や教育実習について(1)～

講義、発表
２.  教師としての使命感や責任感、資質について(1)～講義
３.  教師としての使命感や責任感、資質について(2)～グループ討論
４.  教師としての社会性や対人関係能力について(1)～講義とグルー

プ討論
５.  教師としての社会性や対人関係能力について(2)～ロールプレイ

ング
６.  生徒の理解や学級経営について(1)～討論
７.  生徒の理解や学級経営について(2)～グループ討論
８.  学級経営案の作成とグループ討論
９.  学校現場の見学（1）～見学・調査
10.  学校現場の見学(2)～教職経験者の講話とグループ討論
11.  教科の指導力について(1)～講義
12.  教科の指導力について(2)～グループ討論
13.  教科の指導力について(3)～模擬授業とその振り返り
14.  資質能力の確認・まとめ(1)～小論文とアンケート
15.  資質能力の確認・まとめ(2)～講評

授業の方法
講義の中でグループ討論を行う。ロールプレイング、模擬授業も行

う。

準備学修
次回のテーマに関するハンドアウトをあらかじめ配布するので、そ
れを読み、その中に示されている課題を仕上げてくること。

課題・評価方法
平常点70%、定期試験30%
欠席について
出席点（100点満点）は全体の20％とし、欠席は1回につき20点減
点、遅刻・早退は1回につき6点減点する。

テキスト
適宜、ハンドアウトを配布する。

参考図書
授業中に随時紹介する。

留意事項
教職に対する情熱をもって授業に参加・貢献する誠実な態度が必要
である。
実際の中学校を訪問し随時研修を行うので、平素から服装等に配慮
すること。

教員連絡先
soya@kaisei.ac.jp
mhori@kaisei.ac.jp

ET 教職科目 <ET 教職科目 > クラス 科目コード 配当年次 期　間 人数制限

教職実践演習（中・高） ET 14214 Ⅳ 秋
担当者名 区分 単位 科目と関係のある実務経験

惣谷 美智子／堀 正人 選択 2 私立・公立中学校、私立高等学校教員
市教委指導課中学教育指導主事

授業の到達目標
　特別活動は、「様々な集団の中で体験を通して人としての生き方
を学ぶ」場である。教育課程における位置づけと意義を理解し「人
間関係形成」「社会参画」「自己実現」の三つの視点、他教科との
往還的な関連、地域との連携など特別活動の特質を踏まえ教師とし
て指導に必要な基礎的知識を身につける。
　このクラスではKAISEIのI(知性)を養う。

授業の概要
特別活動の意義から学校の具体的な実践までを、歴史的な経緯を踏
まえながら学習する。
１　特別活動の歴史的な経緯を踏まえ意義や目標を理解する。
２　 特別活動の４つの内容である「学級活動(ホームルーム)」「生徒

会活動(児童会活動)」「クラブ活動(部活動)」「学校行事」につ
いて理解する。

３　 特別活動の内容について、実践例などを参考にしながら、具体
的に各指導計画をたて指導の在り方について考察する。

授業計画
１.  講義の進め方と概要を説明（オリエンテーション）
２.  教育課程における特別活動の位置づけ
３.  特別活動の歴史的変遷
４.  それぞれの校種における特別活動の内容と目標
５.  特別活動の内容１（学級活動・ホームルーム）
６.  特別活動の内容２（生徒会・児童会活動）
７.  特別活動の内容３（学校行事）
８.  特別活動の内容４（クラブ活動・部活動）
９.  特別活動の指導計画の作成演習１(学級活動・ホームルーム）
10.  特別活動の指導計画の作成演習２（児童会・生徒会活動）
11.  特別活動の指導計画の作成演習３（学校行事）
12.  特別活動と教科とのかかわり
13.  特別活動の指導計画の作成と内容の取り扱いについて
14.  特別活動と社会とのかかわり
15.  まとめ

授業の方法
講義を中心に討議や発表を設ける。

準備学修
○ 各授業に関連する内容について「中学校・高等学校学習指導要領

解説　特別活動編」を熟読し予習する。
○自分の小学校から高校までの特別活動について整理をする。
○特別活動の実践例など日頃から新聞等を見て整理する。
〇Webで参照すること

課題・評価方法
平常点50%、定期試験50%
欠席について
学内の規定に準じる。

テキスト
文部科学省「中学校学習指導要領（平成２９年告示）解説『特別活
動編』」東山書店
必要に応じて資料を配付する。

参考図書
・他の校種の学習指導要領、特に「特別活動」
・ 学級・学校文化を創る特別活動【中学校編】　
　東京書籍　国立教育研究所　教育課程研究センター
・「社会力を育てる」岩波新書　門脇厚司著
・「学校の社会力」朝日新聞　　門脇厚司著など

留意事項
教職を目指す学生として、講義内容をただ受容するだけでなく、現
在の社会に目を向け、主体的に考え課題意識をもって捉える姿勢で
のぞむこと。

ET 教職科目 <ET 教職科目 > クラス 科目コード 配当年次 期　間 人数制限

特別活動論 教職中等 14185 Ⅱ 秋
担当者名 区分 単位 科目と関係のある実務経験

澤井 一夫 選択 2 県教育委員会勤務
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